
第１回 SDGs建築賞　－大規模建築部門－　　

審査委員会奨励賞 横浜市役所
主催：一般財団法人 住宅・建築SDGs推進センタータイトルスペースH85mm×W990ｍｍ部門名
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2-1　　建建築築物物のの環環境境効効率率（（BEEラランンクク&チチャャーートト）） 2-2 ラライイフフササイイククルルCCOO22((温温暖暖化化影影響響チチャャーートト））
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標標準準計計算算

* SDG1,2,10,14,16は他のゴールに集約されています

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般

的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安

で示したものです

22--33  建建築築環環境境SSDDGGssチチェェッッククリリスストト評評価価結結果果
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②建築物の取組み
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2.8 3（保健）

4（教育）

5（ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ）

6（水・衛生）

7（ｴﾈﾙｷﾞｰ）

8（経済・雇用）

9（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）

11（都市）

12（生産・消費）

13（気候変動）

17（実施手段）

15（陸上資源）

1 2 3

0
5

10
15
20
25
30
35

9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月

2020年 2021年 2022年

南 西 北 東

-2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 -2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

-2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 -2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

-2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

-2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

標
準
偏
差

[-
]

（
縦
軸
は
空
間
の
分
布
を
示
す
）

夏期 冬期

北

南

中間期
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（横軸は時間変動を示す）
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等価温度の空間分布と時間変動
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新市役所 31.0点

平均24.0点

旧市役所 18.1点

CASBEE-オフィス健康チェックリスト簡易版の箱ひげ図
横軸は物件数32件を示す

竣工時にZEB Ready 認証を取得した。運用実績においても、コロナ感染防止対策としてCO2濃
度制御の中止や自然換気有効時間以外の換気パネルによる積極的な外気導入を行いながら、Webプ
ログラムの一次エネルギー基準値（DHC、サーバー室などを除く）に対し、運用1年目には52%削
減、2年目には56%削減を実現した。
旧市役所群の一次エネルギー消費量の調査、分析を行った結果、約1,033MJ/(m2・年)であった。

新市役所は約761MJ/(m2・年)であり、約26%のエネルギーを削減した。
初年度運用実績において、横浜市が掲げているZero Carbon Yokohamaの2020年度目標、2030

年目標を先行で達成した。
2020年度には、横浜市内焼却工場のバイオマス発電の自己託送等により使用電力の再生可能エ

ネルギー実質100％化を実現した。

省エネルギーと快適性を高いレベルで両立させるため、高性能外皮と建物方位の最適化により徹
底的に熱負荷を低減させる建築計画を行った。主たる外装は手動開閉式の自然換気パネル一体型ダ
ブルスキンカーテンウォールとし、日射抑制と視線制御が必要な東西面の中央部はダブルスキンと
アルミパネルを組み合わせるなど、方位毎の環境に応じて外皮負荷を低減するファサードとした。
これらにより放射主体の空調を実現した。
季節毎に室内環境計測を行い、新市役所は旧市役所と比較し、年間を通して平面的・時間的なバ

ラツキが少なく均一な空間であることを確認した。
CASBEE-オフィス健康チェックリスト簡易版に準拠した主観評価アンケート調査では、新市役

所は31.0点の高評価であった。CASBEE-ウェルネスオフィスの客観評価においても自主評価で最
高ランクSを達成した。

徹底的な熱負荷削減により省エネと快適性を両立し、放射主体の空調を実現

都市型超高層庁舎におけるZEB Ready達成と使用電力の実質再エネ100％実現

職員参加型の手動式自然換気システム

市役所移転による
一次エネルギー消費量原単位の推移
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駐車場、電気室、機械室、低層階管理室等の建物共
用部は面積按分にて各室用途に割り振った。商業、
10F（危機管理室）、DHC、サーバー室等は含まず。
旧市役所群、旧市役所は2018年度実績
新市役所は2020年7月1日～2021年6月30日

52%削減 56%削減52%削減

基準値 設計値 実績1年目 実績2年目

Webプログラム基準値に対する設計値・実績値

[M
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年
)]

DHC、サーバー室等は含まず。
( )内はコンセントを含む。
実績値集計期間は2020年7月1日～2021年6月30日
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1フロアあたり約80ヵ所

手動換気パネル 壁面別５~31階の月平均利用率

手
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手動開閉式自然換気パネルは省エネルギーに寄与すると共に、執
務者が自ら開閉することで自己効力感を向上させる。満足度を高め
ることにより快適性の向上にも貢献している。
電源を必要としない手動開閉式パネルは、災害時にも換気設備と

して機能する。
コロナ禍においては職員に安心感をもたらす設備となっている。
外装に多数設置した差圧計によりリアルタイムに換気量や省エネ

ルギー効果を把握することができる。実測値と設計時の風洞実験結
果との比較検証も行った。

市民とつながる資源循環への取り組みと生物多様性への配慮高断熱・高日射遮蔽のファサード

大規模な天井放射冷暖房とデシカント空調

市役所・横浜アイランドタワーの空調システムと
DHC熱源システムの融合

環境センシングによる等価温度制御

床放射＋床吹出の居住域空調
自然換気と災害時対応

ダブルスキン組込型の手動換気パネル
アダプタブル型自然換気システム

高層庁舎における自然換気のモデル化

RFIDを利用した環境センシング

自然換気のリアルタイム把握と評価

大規模庁舎におけるIoTを活用したクラウドBEMS
電力ひっ迫時のデマンドレスポンス

燃料電池
200kW

コーナーボイド・エコボイド・ナイトパージ

大岡川からの自然通風
緑のカスケード

下水再生水・雨水利用
地中熱利用
400kW

蓄熱槽
雨水貯留槽

太陽光パネル100kW

自然採光

コジェネ
1000kW

新市役所 横浜ｱｲﾗﾝﾄﾞﾀﾜｰ

本計画は低層/中層/高層/アトリウム/水辺空間から構成され、低層部は市民利用施設を主とする市民に
開かれた空間、3階に行政・市会のエントランス、4階に主要設備室、中層(5～8階)を議会機能、高層(9～
31階)に行政機能を配置している。免震層を３階の下層とし高層用エレベータと設備インフラが免震上部
配置となり災害時の業務継続を支えている。行政執務室プランは方位とオフィスランドスケープを最適
化し、自然換気を両立するダブルスキンカーテンウォール外装により外気負荷を低減している。建物全
体での自然換気、地中熱利用など環境課題に対し建築・構造・設備技術を横断して解決を図っている。

市民の憩いの場市民ラウンジには、横浜市
の水源林である道志村産間伐材を使用した
什器を設置し、森を育て林業の再生を図る
大きな循環を学びの場となる計画とした。
ランドスケープにおいては、花と緑にあふ
れるグリーンネックレス横浜にふさわしい
多様な表情の緑とフラワーランドスケープ
の育成管理に努めた。

歩行者ネットワークの核となるアトリウム

強靭なBCPと高い快適性を備える行政執務室

立法と行政の独立性を示す議場

水辺を開き豊かな市民力を活かす市庁舎

水辺をひらく歩行者ネットワークの形成

市民展示スペース

市民展示スペース

水辺広場

橋詰広場

北プラザ

南プラザ

アトリウム

水際線
プロムナード

グリーンファニチャー
１階平面図 行政執務室階

執務室

執務室

打合せ
コーナー

ＮＮ

建 築 主
設 計 者
施 工 者
所 在 地
建 物 用 途
構 造
階 数
最 高 高 さ
建 築 面 積
延 床 面 積
竣 工 年 月

横浜市
株式会社竹中工務店、株式会社槇総合計画事務所
竹中・西松建設共同企業体
神奈川県横浜市中区本町6丁目50番地の10
事務所、集会所、物販店舗、飲食店舗、駐車場
鉄骨造、中間層免震構造+制振構造
地下2階、地上32階、塔屋2階
155.4m
7,941㎡
142,582㎡
2020年5月

実測と風洞実験による風圧係数比較自然換気ランプ

換気パネル開の時点灯

自然換気
有効時点灯

自然換気有効/無効を
音でお知らせ

自然換気パネル

横浜市役所

第１回 SDGｓ建築賞
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